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南陽市の発掘調査
　南陽市は山形県の南東部、米沢盆地の東北端に位置し、周囲を奥羽山脈・吾妻山

系・飯豊山系に囲まれます。市内には旧石器時代から近世まで 285 ヶ所の遺跡が確

認されています。縄文時代と平安時代の遺跡が多く、古くから居住地として恰好の

場所であったことがわかります。その内、山形県教育委員会と山形県埋蔵文化財セ

ンターによって 18 遺跡の発掘調査が行われています。

な ん よ う し はっくつちょうさ

きゅうせっき

令和5年11月14日（火）～1月14日（日）　南陽市立結城豊太郎記念館　2階企画展示室　　
ギャラリートーク：12月16日（土）　10：00～11：30

百刈田遺跡
ひゃくがりだ

　一般国道 113 号赤湯バイパス改築事業に伴い発掘調査が行われ、縄文時代から

近世までの各時代に断続的にこの地が利用されたことが調査でわかりました。弥

生時代中期後半の墓域が確認され、亡くなった人々を見送る弥生時代の葬送を考

える上で貴重な資料が得られました。また、

古墳時代の遺構や遺物が広範囲で確認され、

古墳時代前期末から後期初頭の土器や木製品

など様々な遺物が出土しました。

ぼいき そうそう

弥生土器出土状況 墓坑から出土した弥生土器一式

月ノ木 B遺跡

向畑 C遺跡

植木場一遺跡
東畑 A遺跡鵜の木館跡

上野遺跡

沢田遺跡

西中上遺跡

庚壇遺跡

石畑遺跡

中落合遺跡

上大作裏遺跡

加藤屋敷遺跡

百刈田遺跡

檜原遺跡天王遺跡

天矢場遺跡

大塚遺跡

南陽市内発掘遺跡
※県教育委員会および
　山形県埋蔵文化財センター調査分

遺物展示遺跡

発掘調査遺跡



石畑遺跡
いしばたけ

庚壇遺跡

　一般国道 113 号赤湯バイパス改築事業に伴い調査が行われ、弥生時代から近世に

かけての遺構や遺物が確認されました。県内 2 例目となる弥生時代後期の竪穴住居

跡が検出され、弥生土器やイネの種子などが出土しました。また古代の溝跡からは

9 世紀前半の須恵器や土師器のほかに、一般的な集落には見られない墨書土器や硯

なども出土し、周辺に今の役所にあたる官衙に関係する施設の存在が考えられます。

弥生時代の竪穴住居跡

　主要地方道山形南陽線改良工事に伴い発掘調

査が行われ、縄文時代中期末～晩期の縄文土器

や石器が出土しました。実用品の他に祭祀に使

われた道具なども出土しています。

かのえだん

す え き は じ き

注口土器出土状況 調査区全景

古代の溝跡

加藤屋敷遺跡
か と う や し き

天王遺跡

　一般国道 113 号赤湯バイパス改築事業に伴い調査が行われ、古墳時代の円墳の

可能性がある３基の周溝と、中世の堀跡に囲まれた建物群、方形居館が確認されま

した。その周囲にも 41 棟もの掘立柱建物跡や、23 基の井戸跡などが検出され、方

形居館を中心に集落が築かれたことが明らかとなりました。中世の陶磁器だけでな

く、板碑（石で作られた供養塔）や塔婆など信仰に関わる遺物も出土しています。

遺跡全景

　一般国道 13 号上山バイパス改築事業に伴い発掘調査が行われました。加藤屋敷

遺跡は縄文時代から近世の複合遺跡で、今回の調査では奈良・平安時代の竪穴住居

跡や土坑、河川跡や祭祀遺構が確認されました。、川跡からは大量の土器や木製品

が出土しました。墨書土器も多くみられ、なかには集団名と思われる文字が記され

たものがあります。

円形の周溝

てんのう

かんが

ぼくしょ すずり

しゅうこう ほうけいきょかん

たてあなじゅうきょ

どこう さいし

古代の住居跡 祭祀遺構

ぼくしょ

ほったてばしらたてものあと

さいし

えんぷん

と う じ き

いたび とうば

たてあなじゅうきょ


